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今、求められている「学力」とは？
・大学入学共通テスト導入に向けた試行調査（プレテスト）の問題から

独立行政法人 大学入試センター のWebページより

＜問題のねらい等について＞

○ 知識の理解の質を問う問題や思考力、判断力、表現力を発揮して解く問題を、各科目に お
けるすべての分野で重視。（以下略）

・中学校学習指導要領（平成２９年３月告示 文部科学省）

第１章 総則より

３ ２の(1)から(3)までに掲げる事項の実現を図り，豊かな創造性を備え持続可能な社会の創
り手となることが期待される生徒に，生きる力を育むことを目指すに当たっては，学校教育
全体並びに各教科，道徳科，総合的な学習の時間及び特別活動（以下「各教科等」という

(1) 知識及び技能が習得されるようにすること。

(2) 思考力，判断力，表現力等を育成すること。

(3) 学びに向かう力，人間性等を涵養すること。



大学入学共通テストプレテスト問題 現代社会



平成３０年度の
センターテスト
にも「判断力」
を問う問題が出
題される



少々長い自己紹介



担当学年 分掌 研究関係の取り組み

1989年 平成元年 高校２年副担任 生徒部 前年度より「学校改革」が続く
※学校の教育目標を決定

☆1995年 平成７年 高校２年担任６ 研究部 特設教科「総合人間科」開始 研究開発１期３年
研究主題「自分の人生を自覚的に選択していく力を育てる教育課程の開発－

『総合人間科』設置の試み」

1998年 平成１０年 高校３年担任９ 研究部
☆中学校学習指導要領（「総合的な学習の時間」）平成１０年１２月告示

平成１４年より全面施行

1999年 平成１１年 高校２年担任１０ 研究部 中高一貫ワーキンググループの座長となる
☆高等学校学習指導要領（「総合的な学習の時間」）平成１１年３月告示

平成１５年４月より学年進行で施行

☆この年、学校訪問が急増 ５００人近くが訪れる

□2000年 平成１２年 高校３年担任１１ 研究部 併設型中高一貫校となる 研究開発２期６年
研究主題「高大の連携を活かした『青年期のキャリア形成』－総合的学習の

発展を軸とした併設型中高一貫カリキュラムの開発」



◇2001年 平成１３年 高校２年副担任 研究部長 １

2006年 平成１８年 高校３年副担任 進路部長 ２ SSH研究開発１期目
研究主題「併設型中高６年一貫教育において、発達段階に応じた『サイエン

ス・リテラシー』を育成する教育課程を中・高・大の協同で研究開発する」

◇2009年 平成２１年 学年所属なし 運営委員 中学主幹・教頭
2010年 平成２２年 学年所属なし 運営委員 中学副校長

2011年 平成２３年 学年所属なし 運営委員長 高校副校長 １ SSH研究開発２期目
研究主題「併設型中高一貫教育において高大接続を考慮した『サイエンス・リテラシー』育

成のための教育方法・評価方法を大学と協同で開発する」

2015年 平成２７年 学年所属なし 運営委員長 高校副校長 ５
スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）

研究主題「トップ型ＳＧＵと一体化して『自立した学習者』を育てる探求型
カリキュラムの構築」

2016年 平成２８年 学年所属なし 運営委員長 高校副校長 ６ SSH研究開発３期目
研究主題「『イノベーション・サイエンス』を目指す人材育成 ～中高大接続による

カリキュラム開発と実践～」
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・完成教育を重視する中等教育

・男女共学 ・非エリート校化

・名古屋大学キャンパス内

・生徒の自由な学び

・個性の伸張

・小規模校

・教育実習校

・研究開発学校

名古屋大学教育学部附属中・高等学校の概要

中学校 高等学校

２４０名（６クラス）

３６０名（９クラス）

教
員

３８名

平成１２年度より併設型中高一貫校となる



「総合人間科」導入による学びの変化

第一図は、従来の学習方法で、教師が生徒を指導
するものである。総合的学習は、

第二図のように、教師と生徒が協力して学びあうこと
により成立する。

さらにこの関係から第三図のように生徒が協力し合
い、学びあう関係にまで発展させていくのである。

現在では、生徒の学びあいは協同的探究学習に発
展している。

総合人間科の学年テーマ（開始当時）

中学１年「生き方を探るⅠ」
中学２年「生命と環境Ⅰ」
中学３年「国際理解と平和Ⅰ」
高校１年「生命と環境Ⅱ
高校２年「国際理解と平和Ⅱ
高校３年「生き方を探るⅡ」



併設型中学校・高等学校の
基本理念

(1)「ゆとり」の活用による6年一貫の 「心
の教育」の内容強化。

(2) 柔軟で長期にわたる選択的活動を活か
した多様な「個性的白立」の実現。

(3) ６年間を通じての「総合的学習」を中
核とする「体験的学習」の充実。

(4) 寸胴型中等教育学校の閉鎖性を克服す
る融合力リキュラムの展開。特に高等
学校から入ってくる生徒達のための特別
な配慮としての少人数、個性教育の重視。

(5) 「より高度な学習環境」たる大学・学
部との研究・教育両面における連携の強
化。
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併設型中高一貫校としての特色

（1）併設型中高一貫教育における人間関係の連続性と流動性をいかした教育課程

高校からの入学生について
相互の学びあい 働きかけあい 適度な緊張感

ソーシャルライフ 総合人間科 協同的探求学習の実施
(融合カリキュラム 中高交流学習)

教科指導のあり方と再編 生活指導のあり方の見直し

（2）入試選抜方法

中学選抜 (男女各４０名)
検査Ⅰ(小学校で学習した内容の総合力)

「学力試験」によらない選考
検査Ⅱ(作文などで思考力・表現力)
検査Ⅲ(グループ面接などで個性)

高校選抜 (男女比は考慮しない)
国語 数学 英語 作文 面接 調査書



中高一貫校に伴う中学入試改革



吉田研究室と共同で開発したソーシャルライフ
の実践が本になった









ご清聴ありがとうございました
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